
み
　
と

は
ん
と
く
が
わ

け
　
）
〕
い
し
か
わ

や

し
き

裏
骨
水
戸
藩
徳
川
家
小
石
川
屋
敷
跡

（春
日
町
遺
跡
第
Ⅶ
地
点
）

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
文
京
区
春
日

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
一
月
１
二
〇
〇
四
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
文
京
区
遺
跡
調
査
会

谷文
京
区
教
育
委
員
会
）

４
　
調
査
担
当
者
　
加
藤
元
信

５
　
遺
跡
の
種
類
　
遺
物
散
布
地

。
大
名
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
、
弥
生
時
代
、
奈
良
時
代
、
平
安
時
代
、
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、
輸
東
京
ド
ー
ム
を
事
業
主
体
と
す
る
東
京
ド
ー
ム
第
三
遊
園
地

（通
称

「ラ
・
ク
ー
ア
し

建
設

に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

当
該
遺
跡
は
、
小
石
川
や
平

川
を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の
河

川
が
、
周
辺
の
洪
積
台
地
を
浸

食

・
開
析
し
て
合
流
し
、
「小

石
川
大
沼
」
と
呼
ば
れ
る

一
大

湿
地
を
形
成
し
て
い
た
地
域
に

所
在
す
る
。
過
去
に
周
辺
地
域

で
実
施
さ
れ
た
、
水
戸
藩
徳
川
家
小
石
川
屋
敷
跡
の
別
地
点
の
調
査
に
お
い
て

は
、
縄
文
時
代
前
期
を
晴
矢
と
し
て
、
複
数
度
に
わ
た

っ
た
海
進

・
海
退
の
痕

跡
と
、
主
と
し
て
古
墳
時
代
以
降
に
本
格
的
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
水

稲
耕
作
の
痕
跡
が
、
採
取
土
壌
の
自
然
科
学
分
析
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。

当
該
調
査
地
点
で
は
、
こ
う
し
た
沖
積
低
地
を
屋
敷
地
と
す
る
に
あ
た
っ
て
、

人
為
的
な
客
土

・
整
地
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
整
地
さ
れ
た
時
期
は
明
確
に
し

え
な
い
が
、
徳
川
家
康
の
関
人
州

へ
の
入
国

（天
正
一
八
年

〈
一
五
人
七
》

以

後
、
お
そ
ら
く
は
、
水
戸
家
が
こ
の
地
に
屋
敷
地
を
拝
領
し
た
覚
永
六
年

（
一

六
一
一九
）
ま
で
で
、
当
該
地
域
に
所
在
し
て
い
た
浄
土
宗
本
妙
寺
や
そ
の
他
の

武
家
屋
敷
地
の
造
営
前
後
の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。

調
査
で
は
、
縄
文
時
代
中
期
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
ま
で
、

な
ら
び
に
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま
で
の
土
器
破
片
も
出
上
し
て
い
る
。

水
戸
徳
川
家
の
江
戸
屋
敷
に
つ
い
て
は
本
遺
跡
所
在
地
で
あ
る
小
石
川
が
上

屋
敷
、
東
京
大
学
農
学
部
所
在
地

（文
京
区
向
丘
）
の
駒
込
屋
敷
が
中
屋
敷
に

あ
た
り
、
そ
れ
以
外
に
も
本
所

（墨
田
区
）
の
小
梅
屋
敷
が
蔵
屋
敷
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
屋
敷
も
屋
敷
内
の
内
部
構
造
全
体
の
詳
細
を
知
り

得
る
絵
図
面
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
発
掘
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
建
築
遺
構

群
な
ど
か
ら
、
屋
敷
の
空
間
構
成
を
復
原
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

木
簡
二
点
は
、
大
工
地
盤
で
あ
る
整
地
層
中
か
ら
出
土
し
た
。

(東京西北部 。東京東北部)



2003年出上の木簡

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

。
「
ｏ
鯛
副
姻
剛
剛
彫
剛
長
左
衛
門

。
」

。
「
ｏ
□
□
□
□
□
□
□
後
□
　
　
ｏ
」

Ｌ
拾
月
十
□
　
　
」

。
「　
　
　
　
□
□
」

９
　
関
係
文
献

い
東
京
ド
ー
ム

・
文
京
区
遺
跡
調
査
会

『春
日
町
遺
跡
第
Ⅶ
地
点
』
（文
京

区
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
三
二
、
二
〇
〇
四
年
）
　
　
　
　
　
　
　
（加
藤
元
信
）

)(

Ｐ
ｏ
ｏ
×

∞
∞
×

卜
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

Ｐ
『
Φ
×

卜
⇔
×

卜
　

ｏ
の
出

木

簡

研

究

第
三

号

巻
頭
言
―
最
近
の
木
簡
を
取
り
巻
く
状
況
に
思
う
―
　
　
　
　
　
　
　
田
辺
征
夫

一
九
九
九
年
出
上
の
木
簡

柳
］
嬢
呻
］
］
『

辺． 波乗
鉤
的
申
］
蝶
］
翔
『
鋤
蟻
勒
的
瞬
辺遺一跡平
］
］
蜘
坤
呻

堀武波 一
瞬
雑

跡
　
梶
原
遺
跡
　
祢
布
ヶ
森
遺
跡
　
雲
出
島
貫
遺
跡
　
山
の
神
遺
跡
　
中
村
遺

醐群　勝醗
Ｎα跡９．翫鵬遺勅戸瀞鰍肺麺槌醐勝劇鋤廉　酪脚遺．府寺競軽

芝
崎
町
遺
跡
　
入
谷
追
跡
　
宮
町
遺
跡
　
大
将
軍
遺
跡
　
安
土
城
跡
　
十
里
遺

跡
　
前
六
供
遺
跡
　
荒
井
猫
田
遺
跡
　
江
平
遺
跡
　
大
日
南
遺
跡
　
市
川
橋
遺

跡
　
山
王
遺
跡
　
新
田
遺
跡
　
柳
之
御
所
遺
跡
　
志
羅
山
遺
跡
⑪
　
志
羅
山
遺

跡
②
　
山
田
遺
跡
　
十
三
湊
遺
跡
　
一局
塚
遺
跡
　
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
　
福
井

識醐嘲遺附井効醐胞
の相離騰遺潮木勘副跡．寺稗濃動赤漣副鵬遺勅塚

Ｃ
遺
跡
　
道
場
Ｉ
遺
跡
　
竹
直
神
社
遺
跡
　
箕
輪
遺
跡
　
馬
越
遺
跡
　
大
武
Ⅱ

遺
跡
　
馬
見
坂
遺
跡
　
発
久
遺
跡
　
妻
ノ
神
遺
跡
　
野
中
土
手
付
遺
跡
　
船
戸

桜
田
遺
跡
　
中
倉
遺
跡
　
大
御
堂
廃
寺
　
大
坪
遺
跡
　
喜
時
雨
遺
跡
　
岡
山
城

二
の
九
跡
　
鹿
田
遺
跡
　
土
居
遺
跡
　
郡
山
城
跡
　
萩
城
跡
　
周
防
国
府
跡

東
禅
寺

・
黒
山
遺
跡
　
敷
地
遺
跡
　
徳
島
城
下
町
跡
　
一死
岡
遺
跡
群
　
今
山
遺

跡
　
長
安
寺
廃
寺
跡
　
飯
塚
遺
跡
　
中
原
遺
跡
　
銘
苅
直
禄
原
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（三
二
）

奈
良

・
飛
鳥
京
跡

釈
文
の
訂
正
と
追
加

（三
）

袴
狭
遺
跡

（
一
三

・
一
四

・
一
六

。
一
七

・
三
〇
号
）
　

湯
ノ
部
遺
跡

（
一
九

号
）

屋
代
遺
跡
群

（
一
八
号
）

事剛
橋
城
遺
跡

（
一
九
号
）

矢
玉
遺
跡

（
一
七
号
）
　

洲
崎
遺
跡

（二

一
号
）

福
井
城
跡

（
二
〇
号
）

磯
部
カ
ン

ダ
遺
跡

（
一
人
号
）
　

井
上
薬
師
堂
遺
跡

（七
号
）

帳
簿
と
木
簡
―
正
倉
院
文
書
の
帳
簿

。
継
文
と
木
簡
―
　
　
　
　
　
　
山
口
英
男

木
簡
撮
影
概
説
―
表
現
し
に
く
い
文
字
の
撮
影
―
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
本
和
樹

書
評
　
鬼
頭
清
明
著

『古
代
木
簡
と
都
城
の
研
究
』
　
　
　
　
　
　
　
北
村
優
季

書
評
　
森
公
章
著

『長
屋
王
家
木
簡
の
基
礎
的
研
究
』
　
　
　
　
　
　
平
石
　
充

彙
報

頒
価
　
五
五
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円




